
 
平成30年度「山形県男女共同参画社会づくり功労者等知事表彰」受賞者概要 
 
 

表彰の趣旨 

男女共同参画社会づくりに特に顕著な功績のあった個人若しくは団体又は仕事や地

域活動等様々な分野でチャレンジし活躍している個人若しくは団体を顕彰し、その功

績を称え、男女共同参画社会づくりに対する県民の一層の関心を高め、男女共同参画

社会の形成の促進に資するものです。 

 

１．功労者表彰                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

○ 多年にわたり男女共同参画社会づくりに特に顕著な功績のあった個人・団体を
山形県知事が表彰している賞です。 

 

山形市議会議員在職中は、「男女共同参画は教育現場から始まる」

という信念の下、市内小中学校の児童・生徒の男女混合名簿の普及

に尽力したほか、男性の育児参画の必要性、女性の政治参画の必要

性など数多くの提言を行い、男女共同参画社会づくりに尽力した。 

そのほか、講師として、女性団体が主催する数多くの講演会で男

性の育児参画の必要性や女性の政治参画の必要性を講演し、男女共

同参画社会づくりに向けた機運の醸成に大きく貢献した。 

また平成19年からは、特定非営利活動法人日本ＢＰＷ連合会山形

クラブ副会長として、「イコール・ペイ・デイ」に合わせ、県内の経

済団体や行政機関を訪問し現状を訴えるなど、働く女性の社会的地

位の向上に尽力した。 

    

◆ 阿部
あ べ

 典子
の り こ

 氏（山形市） 

【経歴】 

昭和36年４月   ～ 平成11年３月  山形市立中学校教員 

平成８年11月  ～ 現在         ＢＰＷ山形クラブ会員 

 

平成11年５月  ～  平成23年４月  山形市議会議員（３期12年） 

平成19年４月   ～ 現在        ＢＰＷ山形クラブ副会長 

              



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 天童市
て ん ど う し

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

推進
すいしん

委員会
い い ん か い

（天童市） 

平成13年の設立以降、年２回のタウンミーティングや市民向けの講

演会、地元高校生による演劇活動など、毎年、市民参加型の活動を実

施し、男女共同参画社会づくりの機運の醸成に大きく貢献してきた。 

標語の募集では、市内の中学校や高等学校を巡回して参加を呼び掛

けるなど、地域に根差した地道な取組みを積み重ね実施しており、男

女共同参画について考え、理解を深めるきっかけとなった。 

 

＜活動内容等＞ 

 ①機関紙「ぽっぷ」発行 

（年２～３回） 

  

②タウンミーティングの開催 

（セミナーやワークショップの開催。年２回程度。約20名～50名参加） 

  

③講演や市内高校生による演劇など市民向けの啓発活動（年１回。約

50名～130名） 

  

④標語の募集、表彰 

（年１回。応募総数は500点を超える。） 

 

 

【経歴】  

平成13年10月   天童市男女共同参画社会推進計画に基づき、市内の 

各種団体から推薦を受けた市民等で構成する委員会 

が設立 

 



２．チャレンジ賞                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○仕事や地域活動など様々な分野でチャレンジし活躍している個人・団体を 
山形県知事が表彰している賞です。 

 

◆ 菅野
す が の

 美奈子
み な こ

 氏（山形市） 

民間企業でシステム開発に携わっていたが出産を機に退職し、その

後、10年間は子育てに専念。平成13年度山形県地域緊急雇用対策SOHO推

進事業がきっかけで、子育てや介護などとの両立が難しい環境の中でも

自分らしいワークスタイルを求める女性の集団「キャリ・マミーズ」を

始動。平成16年には、より高度で多種多様なニーズに応えるため法人化

し、山形県知事認可法人「AISOHO企業組合」を設立した。 

在宅ワーカーの登録組織を立ち上げ、子育てや介護など制約がありな

がらも働く意欲のある県内の女性達に対して、社会参画・自己実現の場

を提供し、県内企業の中でも先駆的な事例となる、在宅ワークと短時間

勤務を合わせた労働環境の確立に貢献した。 

また、県男女共同参画センターの活動に主導的に関わるとともに、男

女共同参画推進を目指す仲間のネットワーク形成に注力するなど、意欲

的かつ継続的に地域における男女共同参画推進活動に貢献している。 

  

【経歴】 

平成13年     「キャリ・マミーズ」加入 

平成16年      法人化し、「ＡＩＳＯＨＯ企業組合」を設立 

平成21年～22年   県総合政策審議会委員 

平成27年      県男女共同参画センターチェリア・フェスティバル実行委員長 

平成28年      県男女共同参画推進員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 戸沢村
とざわむら

女性
じょせい

消防隊
しょうぼうたい

（戸沢村） 

平成27年に女性消防隊を結成以来、訓練を重ね、平成29年の全国

女性消防操法大会では準優勝を収めた。 

準優勝という成績はもとより、結成以来、訓練、研修、全国大会

への出場を通して、地域の防災を担う大切な一組織へと成長すると

ともに、家族、消防団をはじめ、広く住民の間で、男性の家事参画

や応援の輪が広がり、地域における男女共同参画に向けた意識改革

に貢献した。 

また、女性消防隊自身が防災だけではなく、地域づくりへの参画

にも意欲をみせるなど、地域の女性達の意識向上にも貢献した。 

 

【経歴】 

平成24年４月   戸沢村女性消防団発足 

平成27年12月    戸沢村女性消防隊結成 

平成29年９月   第23回全国女性消防操法大会準優勝 （47団体出場） 

            消防庁長官賞受賞、日本消防協会会長賞受賞 

 


